
平成 30 年度 第4号補正予算　主要な事業の説明書

(一般会計）

平成30年 第4回 嬉野市議会定例会提出





【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 30 年度 ～ 平成 31 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

3,000

補助率

3,000

５．その他参考となる事項

（予定地） 嬉野町大字下宿　今寺区内　６，６５４㎡

平成30年度 12月 補正予算

予算体系 9 消防費 1 消防費 3 消防施設費 事業名 消防施設整備事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　助け合う安全・安心のまちづくり 政策分野 ①消防・防災

実施主体 市 所属部 総務企画部 所属課 総務課 予算書ページ 36 新規 ○

経年劣化・老朽化した消防署を新しく建設するための、敷地の確保と造成については、各市町が負担するものとしており、嬉野消防署においても、建築物の経年劣化と訓練ス
ペース・駐車スペースがないこと等から、新しい土地に新築するために、敷地の確保と造成を市が行うもの。市が敷地確保造成を行うことにより、その後杵藤地区広域圏組合が
消防署を建設し、嬉野消防署の設備が更新され、消防力の向上と市民の安全安心へとつながる。

嬉野消防署移転予定土地造成に係る測量

事業費(千円) 予算額(単位：千円)

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
造成に係る測量 委託料 嬉野消防署移転予定土地造成に係る測量

事業費(単位:千円) 3,000

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
市債
ふるさと応援寄附金

その他
一般財源 3,000 計

1



【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 年度 ～ 平成 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

500
155

3,145
補助率

84,248

△55,430
10,000

652

５．その他参考となる事項

起債額（公共施設適正管理推進事業債）
（事業総額-起債対象外経費）×起債割合
（43,270千円-13,707千円）×0.9＝26,606千円≒26,600千円

43,270

平成30年度 12月 補正予算

予算体系 10 教育費 4 社会教育費 3 公民館費 事業名 うれしの市民ｾﾝﾀｰ(仮称)建設事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ②生涯学習・青少年

実施主体 市 所属部 市民福祉部 所属課 文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課 予算書ページ 40 新規

老朽化した嬉野公民館と勤労者福祉研修所(嬉野地区コミュニティセンター)を統合することにより、地域との緊密な連携を可能とし社会教育の振興に寄与する。

外構工事を総合体育館建設事業にて行うため、工事請負費の予算残額を減額し、総合体育館建設事業へ措置するもの。

事業費(千円) 194,031 予算額(単位：千円)

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
うれしの市民ｾﾝ
ﾀｰ建設事業

うれしの市民ｾﾝ
ﾀｰ建設事業

うれしの市民ｾﾝ
ﾀｰ建設事業

需用費 (消耗品費)500千円

役務費 (手数料)155千円

委託料 工事監理業務等　　3,145千円

事業費(単位:千円) 27,615 123,146 43,270 工事請負費 建設事業　　81,848千円

財
源
内
訳

国庫支出金 付帯工事　　　2,400千円

県支出金 合　計　　　　84,248千円

市債 24,800 110,200 26,600 【今回追加補正】

ふるさと応援寄附金 14,000 外構工事への減額分　△55,430千円

その他 備品購入費 開館用備品　10,000千円

一般財源 2,815 12,946 2,670 負担金、補助及び交付金 (負担金)水道、下水道加入負担金　652千円

計
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 28 年度 ～ 平成 30 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

500
826

15,539
補助率

920,616 4,000

55,430
25,000
1,353

５．その他参考となる事項

起債額（公共施設適正管理推進事業債）
（事業総額-起債対象外経費-国庫補助-県補助）×起債割合
（1,023,264-31,679-175,007-80,000）×0.9

＝662,920千円≒662,900千円

920,616 102,648

平成30年度 12月 補正予算

予算体系 10 教育費 5 保健体育費 6 施設整備費 事業名 嬉野市総合体育館（仮称）建設事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ④スポーツ

実施主体 市 所属部 市民福祉部 所属課 文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課 予算書ページ 41 新規

施設の集約化により効率的な運営が可能となり、管理運営コストの軽減及び市民のスポーツ振興並びにスポーツ振興の発信基地としての効果に寄与する。

外構工事が市民センターとの共有となり、総合体育館整備事業で行うこととしたため、市民センターの予算残額分を増額するもの

事業費(千円) 1,488,990 予算額(単位：千円)

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
嬉野市総合体
育館整備事業

嬉野市総合体
育館整備事業

嬉野市総合体
育館整備事業

需用費 (消耗品費)500千円

役務費 (手数料)826千円

委託料 工事監理業務等　　15,539千円

事業費(単位:千円) 9,530 456,196 1,023,264 工事請負費 建設事業　　920,616千円

財
源
内
訳

国庫支出金 42,218 175,007 付帯工事　　　4,000千円

県支出金 20,000 80,000 合　計　　　　924,616千円

市債 8,500 353,100 662,900 【今回追加補正】

ふるさと応援寄附金 30,000 64,837 外構工事増額分　55,430千円

その他 備品購入費 開館用備品　25,000千円

一般財源 1,030 10,878 40,520 負担金、補助及び交付金 (負担金)水道、下水道加入負担金　1,353千円

計
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 27 年度 ～ 平成 30 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

958
675,530

補助率 50,647
50%
25%

５．その他参考となる事項

※補助概要等については当初予算と同じ

当初予算事業費
12月補正事業費
（補正財源内訳） 国庫支出金 

県県支出金
一般財源

補正後事業費

726,177 958

675,530千円
50,647千円
25,323千円
12,661千円
12,663千円

726,177千円

計

一般財源 161,554 146,073 178,853 182,504
その他
ふるさと応援寄附金

市債
県支出金 163,760 167,714 168,626 181,543

726,177千円-675,530千円＝50,647千円

財
源
内
訳

国庫支出金 327,521 335,428 337,252 363,088

(手数料)

扶助費

【今回追加補正】

事業費(単位:千円) 652,835 649,215 684,731 727,135

事業内容

・居宅支援ｻｰﾋﾞｽ
・施設支援ｻｰﾋﾞｽ

・居宅支援ｻｰﾋﾞｽ
・施設支援ｻｰﾋﾞｽ

・居宅支援ｻｰﾋﾞｽ
・施設支援ｻｰﾋﾞｽ

・居宅支援ｻｰﾋﾞｽ
・施設支援ｻｰﾋﾞｽ

役務費

○居宅介護サービス：ホームヘルパーが掃除、洗濯、食事の用意などの支援を行う。
○短期入所：家族等支援者が不在のとき、１人暮らしの人が支援が必要なとき等に、施設を利用し支援を受ける。
○施設入所支援サービス:家庭での生活が困難な者等が施設に入所し、年間を通して支援を受ける。
○就労支援サービス：障がいを持つ者で、一般就労が困難な者に対し、日中活動として働く場を提供する。

事業費(千円) 予算額(単位：千円)

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

平成30年度 12月 補正予算

予算体系 3 民生費 1 社会福祉費

予算書ページ 23 新規

障がい者自らがサービスを選択し、サービスを提供する指定事業者・施設との契約によりサービスを利用することを目的とする。本人の所得に合わせて利用料を決定し、経済的
負担を軽減し、福祉の増進に資する。

実施主体 市 所属部 市民福祉部 所属課 福祉課

2 障がい者福祉費 事業名 自立支援給付費（介護・訓練等給付）

総合計画による位置づけ 基本方針 　ともに支え笑顔あふれるまちづくり 政策分野 ③障がい者
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 27 年度 ～ 平成 30 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

5,246

942
補助率

50%
25%

５．その他参考となる事項

※補助概要等については当初予算と同じ

当初予算事業費
12月補正事業費
（補正財源内訳） 国庫支出金

県支出金
一般財源

補正後事業費

6,188計

6,188千円

235千円
236千円

942千円
471千円

5,246千円

一般財源 1,769 2,266 2,219 1,547
その他
ふるさと応援寄附金

屋外で移動が困難な障がい者(児)について、外出支援を行うことにより、地域における自立生活及び社会参加を促すことを目的とする。

市債
県支出金 830 790 977 1,547財

源
内
訳

国庫支出金 1,661 1,581 1,955 3,094
5,151 6,188

所属課 福祉課

2 障がい者福祉費 事業名 地域生活支援事業（移動支援）

総合計画による位置づけ 基本方針 　ともに支え笑顔あふれるまちづくり 政策分野 ③障がい者

事業内容

身体、知的、精神
の各障がい者(児)
への支援

身体、知的、精神
の各障がい者(児)
への支援

身体、知的、精神
の各障がい者(児)
への支援

身体、知的、精神
の各障がい者(児)
への支援

扶助費

身体障がい者（児）、知的障がい者（児）、精神障がい者で社会生活上必要な外出や余暇活動等の社会参加のための外出時に円滑に外出ができるようガイドヘルパーを派遣す
る。

事業費(千円) 予算額(単位：千円)

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

平成30年度 12月 補正予算

予算体系 3 民生費 1 社会福祉費

予算書ページ 23 新規

【今回追加補正】　

942,000円

事業費(単位:千円) 4,260 4,637

実施主体 市 所属部 市民福祉部
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 27 年度 ～ 平成 30 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

1,470

211
補助率

50%
25%

５．その他参考となる事項

※補助概要等については当初予算と同じ

当初予算事業費
12月補正事業費
（補正財源内訳） 国庫支出金

県支出金
一般財源

補正後事業費

1,681計

1,681千円

53千円
52千円

211千円
106千円

1,470千円

一般財源 405 712 596 420
その他
ふるさと応援寄附金

市債
県支出金 189 247 262 420財

源
内
訳

国庫支出金 379 495 524 841

【今回追加補正】　

211,000円

事業費(単位:千円) 973 1,454 1,382 1,681

事業内容

日中における活動
の場の提供

日中における活動
の場の提供

日中における活動
の場の提供

日中における活動
の場の提供

扶助費

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

障がい者（児）の日中における活動の場を提供し、障がい者（児）の家族の就労支援及び障がい者(児）を日常的に介護している家族の一時的な休息を図る。

社会福祉法人やNPO法人等に事業委託し、施設において障がい者（児）を預かるとともに、社会に適応するための日常的な訓練や見守りを行う。

事業費(千円) 予算額(単位：千円)

福祉課 予算書ページ 23 新規

総合計画による位置づけ 基本方針 　ともに支え笑顔あふれるまちづくり 政策分野 ③障がい者

実施主体 市 所属部 市民福祉部 所属課

予算体系 3 民生費 1 社会福祉費 2 障がい者福祉費 事業名 地域生活支援事業（日中一時支援）

平成30年度 12月 補正予算
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 30 年度 ～ 平成 30 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

636

補助率
1/2

636

５．その他参考となる事項
〇補助率　　国（1/2）　市（1/4）　事業者（1/4） 　　　　　〇国庫補助　対象児童１人当たり30,000円と対象経費を比較して少ない方の1/2
〇保育園ごとの事故防止対策としての備品購入費内訳

合計（2園分） 35 847,420円 1,050,000円 423,000円
専用タブレット設定費 10,800円

474,720円×1/2＝237,000円
バウンサー 6 87,480円
バウンシングシート 6 52,440円

嬉野ルンビニこども園 22人 午睡チェックセンサー 10 324,000円 30,000円×22人＝660,000円
専用タブレット設定費 10,800円

ふるさと応援寄附金

バウンサー 2 29,160円
バウンシングシート 1 8,740円

国庫補助所要額
ルンビニこども園 13人 午睡チェックセンサー 10 324,000円 30,000円×13人＝390,000円 372,700円×1/2＝186,000円

対象施設 対象児童数 対象経費（備品購入費） 個数 金額 補助基準額（１人当たり3万）

市債
県支出金財

源
内
訳

国庫支出金 423

一般財源 213 計
その他

(補助金)

嬉野ルンビニこども園356,040円　ルンビニこども園279,525円

事業費(単位:千円) 636

事業内容

乳幼児突然死症候
群等防止のための備
品購入に対する補助

負担金、補助及び交付金

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

保育所等における事故防止等を推進し子どもを安心して育てることができる環境整備を目的とする。

市内保育所及び認定こども園の乳幼児突然死症候群等の事故防止のための備品購入に対して補助を行うもの。（嬉野ルンビニこども園、ルンビニこども園）

事業費(千円) 636 予算額(単位：千円)

子育て支援課 予算書ページ 24 新規 ○

総合計画による位置づけ 基本方針 　ともに支え笑顔あふれるまちづくり 政策分野 ①妊娠・出産・子育て

実施主体 個人・事業者 所属部 市民福祉部 所属課

予算体系 3 民生費 2 児童福祉費 1 児童福祉総務費 事業名 保育所等事故防止推進事業

平成30年度 12月 補正予算
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 26 年度 ～ 平成 30 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

7,500 100

4,600 100
補助率
50%・100%

42%・0％

５．その他参考となる事項
〇 農村地域防災減災事業（調査計画事業）

事業費負担割合　　国100%

当初予算事業費
12月補正事業費
（補正財源内訳） 国庫支出金

一般財源

補正後事業費

12,100 200計

12,300千円

100千円

4,700千円
4,600千円

7,600千円

一般財源 390 5,072 2,000 200
その他
ふるさと応援寄附金

市債
県支出金 988 21,504財

源
内
訳

国庫支出金 6,977 25,600 18,300 12,100

ため池耐震性調査（神水川ため池）

【今回追加補正】

中山ため池廃止計画書作成

事業費(単位:千円) 8,355 52,176 20,300 12,300

事業内容

宮ノ浦頭首工整備
補修・ため池耐震
診断

関東頭首工整備
補修

ため池耐震診断2
箇所・実施計画書
作成1箇所

ため池耐震診断1
箇所、ため池廃止
計画書作成1箇所

委託料

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

総合的な防災・減災対策を実施することにより、農業生産の維持、農業経営の安定及び地域住民の暮らしの安全の確保を図り、もって災害に強い農村づくりを推進する。

農村地域防災減災事業（調査計画事業）耐震調査　1箇所（神水川ため池）、中山ため池廃止計画書作成

事業費(千円) 97,169 予算額(単位：千円)

農林課 予算書ページ 29 新規

総合計画による位置づけ 基本方針 　進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ①農業

実施主体 市 所属部 産業建設部 所属課

予算体系 6 農林水産業 1 農業費 9 農業農村整備費 事業名 農村地域防災減災事業

平成30年度 12月 補正予算
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 30 年度 ～ 平成 30 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

5,400

補助率 13,500 1,500

５．その他参考となる事項
・事業箇所数 のり面工　7箇所 （塩田町　4箇所　　嬉野町　3箇所）
・工事請負費　事業費　15,000千円（内単独1,500千円）補助率 県50% 市25% 地元25%　
・県補助金　13,500千円×50%=6,750千円　市負担金　13,500千円×25%=3,375千円
　地元負担金　13,500千円×25%=3,375千円

当初予算事業費
12月補正事業費
（補正財源内訳） 県支出金

地元負担金
一般財源

補正後事業費 13,500 6,900計20,400千円

3,375千円
4,875千円

15,000千円
6,750千円

5,400千円

一般財源 497 1,040 10,275
その他 402 915 3,375

ふるさと応援寄附金

市債
県支出金 804 1,830 6,750

15,000千円

財
源
内
訳

国庫支出金

工事請負費

【今回追加補正】　　

事業費(単位:千円) 1,703 3,785 20,400

事業内容
農林地崩壊防
止事業

農林地崩壊防
止事業

農林地崩壊防
止事業

委託料

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

風水害等によって崩壊し、または崩壊の恐れがある林地で、人家及び公共施設に危険を及ぼす危険があり緊急に復旧を要するもののうち、国庫補助の対象にならないものの県
単独補助事業
　補助　県50％　市25％

平成30年6月下旬から7月上旬の大雨で崩壊した市内7箇所の林地の復旧を行う。

事業費(千円) 20,400 予算額(単位：千円)

農林課 予算書ページ 30 新規 ○

総合計画による位置づけ 基本方針 　進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ②林業

実施主体 市 所属部 産業建設部 所属課

平成30年度 12月 補正予算

予算体系 6 農林水産業費 2 林業費 2 林業振興費 事業名 農林地崩壊防止事業
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 年度 ～ 平成 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

1,198

補助率

50%

10% 1,198

５．その他参考となる事項

茶業組合 トラックスケール　再建

事業費
県 1,998,000×1／2＝999,000円
市 1,998,000×1／10＝199,000円

その他
一般財源 199 計

1,998,800円

999

市債
ふるさと応援寄附金

梅雨時期における豪雨及び暴風雨により農業被害を受けた農業者が農業経営を維持していくために必要な農産物の生産・加工施設の復旧等を緊急的に支援する。

茶業組合　　トラックスケール　再建

事業費(千円) 予算額(単位：千円)

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
負担金、補助金及び交付金

補助金 トラックスケール再建

平成30年度 12月 補正予算

予算体系 6 農林水産業費 １ 農業費 4 茶業振興費 事業名 被災農業者向け経営体育成支援事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ①農業

実施主体 個人・事業者 所属部 産業建設部 所属課 うれしの茶振興課 予算書ページ 29 新規 ○

事業費(単位:千円) 1,198

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

10



【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 20 年度 ～ 平成 33 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

1

43,271
補助率

90%

５．その他参考となる事項

過去の事業費
26年度
25年度
24年度
23年度
22年度
21年度
20年度

43,272計

734 千円
134 千円

11,300 千円
2,134 千円

13,734 千円
12,367 千円

20,500 千円

一般財源 31,057 3,534 5,500 4,372
その他
ふるさと応援寄附金

市債 18,400 30,900 49,500 38,900
県支出金財

源
内
訳

国庫支出金

(負担金)建設負担金

【今回追加補正】　

43,271,000円

事業費(単位:千円) 49,457 34,434 55,000 43,272

事業内容
地元負担金 地元負担金 地元負担金 地元負担金 負担金、補助及び交付金

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

九州新幹線西九州ルート建設事業に係る地元負担金で、本事業を円滑に進め、新幹線西九州ルートの早期開業をめざす。

事業費の負担割合は、国が２／３、県が１／３で、嬉野市は県との協定により県負担の１／１０を負担する。

事業費(千円) 340,000 予算額(単位：千円)

建設・新幹線課 予算書ページ 35 新規

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野 ①新幹線駅周辺まちづくり

実施主体 国 所属部 産業建設部 所属課

予算体系 8 土木費 6 新幹線費 2 新幹線整備費 事業名 九州新幹線西九州ルート建設事業

平成30年度 12月 補正予算
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 26 年度 ～ 平成 30 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

596
86

補助率

682

５．その他参考となる事項

一般財源 585 575 601 682 計
その他
ふるさと応援寄附金

市債
県支出金財

源
内
訳

国庫支出金

国語辞書　2,430円×245冊＝595,350円

付箋紙　350円×245冊＝85,750円

事業費(単位:千円) 585 575 601 682

事業内容
国語辞書支給 国語辞書支給 国語辞書支給 国語辞書支給 報償費

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

小学３年生より辞書を用いた学習が始まるため、統一した国語辞書を支給することにより、授業の効率を上げ辞書引きを習慣づけることで学力の向上を目指す。

市内の小学３年生全員に同一の辞書を支給し、授業を効率的に行い、学習内容をより深いものにすることによりクラス全員の語彙力の向上を図る。

事業費(千円) 2,443 予算額(単位：千円)

教育総務課 予算書ページ 37 新規

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ①教育

実施主体 市 所属部 教育部 所属課

予算体系 10 教育費 1 教育総務費 2 事務局費 事業名 辞書引き学習支援事業

平成30年度 12月 補正予算
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 30 年度 ～ 平成 30 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

5,205
52,045

補助率
1/3

100%

57,250

５．その他参考となる事項

【委託料】 空調機設置設計監理委託業務　5,205千円

【工事請負費】 新設３室
新設２室
新設２室
新設２室、更新４室
新設２室、更新４室
新設３室
新設２室

※市債：学校教育施設等整備事業債

大草野小学校 4,300千円

嬉野小学校 11,971千円
轟小学校 12,124千円
吉田小学校 8,460千円

五町田小学校 5,950千円
久間小学校 4,620千円
塩田小学校 4,620千円

一般財源 67 計
その他
ふるさと応援寄附金

市債 38,100
県支出金財

源
内
訳

国庫支出金 19,083

設計監理業務

工事請負費 空調機設置費

事業費(単位:千円) 57,250

事業内容
学校施設内空
調機設置

委託料

学校施設内の空調機未設置教室に新規に空調機を設置し、また老朽化している空調機を更新する。

事業費(千円) 57,250 予算額(単位：千円)

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

予算書ページ 38 新規 ○

学校施設内の空調機未設置教室に新規に空調機を設置し、また老朽化している空調機を更新し、暑さにより児童生徒が健康被害を及ぼさないよう熱中症対策を行う。

実施主体 市 所属部 教育部 所属課 教育総務課

1 学校管理費 事業名 空調機設置事業（冷房設備対応臨時特例交付金）

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ①教育

平成30年度 12月 補正予算

予算体系 10 教育費 2 小学校費
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 30 年度 ～ 平成 30 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

2,973
29,721

補助率
1/3

100%

32,694

５．その他参考となる事項

【委託料】 空調機設置設計監理委託業務　2,973千円

【工事請負費】 新設３室
新設３室
新設２室、更新４室
新設１室

※市債：学校教育施設等整備事業債

大野原中学校 1,100千円

塩田中学校 8,740千円
嬉野中学校 7,300千円
吉田中学校 12,581千円

一般財源 96

ふるさと応援寄附金

市債 21,700
県支出金財

源
内
訳

国庫支出金 10,898

設計監理業務

工事請負費 空調機設置費

事業費(単位:千円) 32,694

事業内容
学校施設内空
調機設置

委託料

計
その他

学校施設内の空調機未設置教室に新規に空調機を設置し、また老朽化している空調機を更新する。

事業費(千円) 32,694 予算額(単位：千円)

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

予算書ページ 39 新規 ○

学校施設内の空調機未設置教室に新規に空調機を設置し、また老朽化している空調機を更新し、暑さにより児童生徒が健康被害を及ぼさないよう熱中症対策を行う。

実施主体 市 所属部 教育部 所属課 教育総務課

1 学校管理費 事業名 空調機設置事業（冷房設備対応臨時特例交付金）

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ①教育

平成30年度 12月 補正予算

予算体系 10 教育費 3 中学校費
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 年度 ～ 平成 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

41,500

△ 9,784
補助率 2,000

50%
△ 1,078

95%

５．その他参考となる事項

市道塩田宿線 道路美装工事　Ｌ=100m　⇒ 92.5m

当初予算事業費
12月補正事業費
（補正財源内訳） 国庫支出金

合併特例債
一般財源

補正後事業費

32,638計

△731千円

32,638千円

43,500千円
△10,862千円

ふるさと応援寄附金

△5,431千円
△4,700千円

△1,078,000円

市債 8,700 13,200 15,000
県支出金

負担金、補助及び交付金 (補助金)住宅等修景補助　2,000,000円

財
源
内
訳

国庫支出金 20,736 10,483 14,832 16,319 【今回追加補正】　

一般財源 27,660 2,300 2,038 1,319
その他

道路美装工事　41,500,000円

【今回追加補正】　

△9,784,000円

事業費(単位:千円) 48,396 21,483 30,070 32,638

事業内容
消火栓委託１件
道路美装工事
１件

消火栓委託１件
道路美装工事
１件

消火栓設置
道路美装工事
他

消火栓設置
道路美装工事
他

工事請負費

防災施設、小公園、サイン、道路美装や交流施設を整備する。
社会資本整備総合交付金の減額に伴い事業内容を変更するもの。

事業費(千円) 132,587 予算額(単位：千円)

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

予算書ページ 40 新規

嬉野市塩田津を中心とした街なみ地区の景観を保全しながら、道路、防災施設やサイン等を整備し、地域並びに来訪者の利便性を高める。

実施主体 市 所属部 教育部 所属課 教育総務課

7 文化財費 事業名 街なみ環境整備事業（社会資本整備総合交付金事業）

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ③歴史・文化・芸術

平成30年度 12月 補正予算

予算体系 10 教育費 4 社会教育費
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 30 年度 ～ 平成 31 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

68

4,277
補助率

５．その他参考となる事項

平成30、31年度継続事業
・平成30年度 発掘調査
・平成31年度 報告書作成

計

4,277 68

2,808千円
7,085千円

計

4,277

ふるさと応援寄附金

4,277千円

市債
県支出金財

源
内
訳

国庫支出金

一般財源 68
その他

埋蔵文化財発掘調査

【今回追加補正】   

大黒町遺跡発掘調査　4,276,800円

事業費(単位:千円) 4,345

事業内容
埋蔵文化財発
掘調査（大黒町
遺跡発掘調査）

委託料

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

本事業では、周知の埋蔵文化財包蔵地（大黒町遺跡）の発掘調査を実施し、開発によって亡失する遺跡の記録保存を行なうことを目的とする。
現在計画されている開発行為（宅地造成）が文化財保護法の下、正当に実施されることを支援し、遺跡の状況や遺構の確認、遺物の回収、報告書の作成などを行なうことで大
黒町遺跡の性格をより明らかにし、地域の歴史研究発展の一助を担う。

周知の埋蔵文化財包蔵地（大黒町遺跡）において、確認調査によって認められた遺跡の範囲をもとに、開発行為が遺構に影響を及ぼす（遺構を亡失させる）と判断される部分を
事前に掘削する。
出土した遺物の回収、遺構の確認、写真撮影等による記録保存をおこなう。
次年度で報告書の作成をおこなう予定。

事業費(千円) 4,345 予算額(単位：千円)

教育総務課 予算書ページ 40 新規 ○

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ③歴史・文化・芸術

実施主体 市 所属部 教育部 所属課

予算体系 10 教育費 4 社会教育費 7 文化財費 事業名 埋蔵文化財発掘調査（大黒町遺跡発掘調査）

平成30年度 12月 補正予算
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 30 年度 ～ 平成 30 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

181

補助率

181

５．その他参考となる事項

一般財源 181 計
その他
ふるさと応援寄附金

市債
県支出金財

源
内
訳

国庫支出金

(補助金)361,800円×補助率1/2＝180,800円

大イチョウ枝折れ処理費 361,800円

事業費(単位:千円) 181

事業内容
春日大イチョウ
枝折れ処理補
助金

負担金、補助及び交付金

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

市指定史跡名勝天然記念物である春日大イチョウが台風により枝折れしており、これを処理する経費に対して嬉野市文化財補助金交付要綱に基づき補助金を交付し、文化財
の保護を図る。

市指定史跡名勝天然記念物である春日大イチョウが台風により枝折れし、折れた枝がほかの枝に引っかかった状態となっている。真下の拝殿等の建築物を破損しないように枝
を処理し、また大イチョウに適切な処置をするための経費に対し補助を行う。

事業費(千円) 181 予算額(単位：千円)

教育総務課 予算書ページ 40 新規 ○

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ③歴史・文化・芸術

実施主体 市 所属部 教育部 所属課

予算体系 10 教育費 4 社会教育費 7 文化財費 事業名 文化財保護（春日大イチョウ枝折れ処理補助）

平成30年度 12月 補正予算
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平成 30 年度 第2号補正予算　主要な事業の説明書

(嬉野温泉駅周辺土地区画整理事業費特別会計）

平成30年 第4回 嬉野市議会定例会提出





【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 24 年度 ～ 平成 34 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

45,000

△ 20,120
補助率 35,000

60％・57.75％

5.80% 20,120

５．その他参考となる事項

80,000計

8,946 3,483 1,616
その他
ふるさと応援寄附金

財
源
内
訳

国庫支出金 128,130 151,704 92,835 46,200 【今回追加補正】

 20,120千円

市債 69,600 83,100 63,100 29,900
県支出金 12,148 9,546 2,319 2,284

一般財源 3,679

事業計画・実施計画変更・東口駅前広場実施設計

【今回追加補正】

　△20,120千円

事業費(単位:千円) 213,557 253,296 161,737 80,000

事業内容
家屋補償
道路築造
整地工事等

家屋補償
道路築造
整地工事等

道路築造
整地工事等

事業計画変更
舗装工事等

委託料

工事請負費 都市計画道路舗装、区画道路舗装

・本地区を広域的な交通結節点と位置づけ、求められる都市基盤網の整備を行う。
・平成30年度としては、事業計画変更、道路舗装工事を行う。

事業費(千円) 2,346,000 予算額(単位：千円)

実施年度 27年度 28年度 29年度 30年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

予算書ページ 99 新規

九州新幹線西九州ルートの開業にあわせ交通結節点機能と嬉野の新たな玄関口としての顔づくりを推進する。このため、土地区画整理事業により、広域的な交通結節点に求
められる都市基盤施設の整備や、高次都市機能拠点の立地に必要な整備を図ると共に土地の有効利用を促進し、安全・安心で快適な、活力ある都市拠点を形成する事を目的
とする。

実施主体 市 所属部 産業建設部 所属課 建設・新幹線課

1 土地区画整理事業費 事業名 嬉野温泉駅周辺土地区画整理事業（社会資本整備総合交付金）

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野 ①新幹線駅周辺まちづくり

平成30年度 12月 補正予算

予算体系 1 土木費 1 都市計画費
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